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（各章ごとの評価）
第章は、人事管理に対する管理会計の課題を明らかにするために、データを基に考察している点が興
味深い。第章は、HRアカウンティング、特にHRの評価についての先行研究が適切に整理されている。
第章は、HR戦略を「リソースの源泉」と「コントロールの方法」からつに類型化し、各類型に有用
な管理会計技法とその利用法について詳細に検討している点が評価できる。第章は、人事管理において
最も重要な内部育成方法、組織の維持と活性化の問題を、財務・非財務指標を基に示したことが評価でき
る。第章は、筆者の今までの実務での経験を基に、HR コストモデルを作成したことが独創的である。
第章は、種類のアンケート調査を基に、BSCの枠組みを用い、財務・非財務の両者の指標による管
理法を示したことが独創的である。第章は、前章の管理法を知識創造、戦略の創発に利用する方法を考
察した点が興味深い。
（今後の課題）
本論文は、上記したような特徴と独創性があるが、次に示す問題点も指摘できる。つは、財務・非財
務指標による管理のフレームワークは作成できたが、実際に組織内の上司と部下の間で具体的にどのよう
にそれを用いるかという問題である。またこれを用いた実際の結果についての考察ができていないという
点である。もうつは、「知的資産」、「知的資本」、「人的資産」、「人的資本」、「HR」、「インタンジブルズ」
等の用語が、原典に忠実なあまり少し曖昧になっている個所があるということである。それらの用語は、
研究者や企業によって使用する意味が異なっているので、統一をとることはなかなか難しいが、もう少し
明確にするよう工夫する必要があったと思われる。
しかし、これらの点は今後の課題ではあろうが、本論文の価値を損なうものでは決してない。本論文は
博士論文としての条件を満たしていることは間違いない。
（総合評価）
審査委員会は、本論文を厳格に査読し、2011年月日に口頭試問兼公開発表会を実施した。当委員会
は、本論文と口頭試問兼公開発表会の結果を合わせ考慮し、本論文が博士（先端マネジメント）の学位を
授与されるにふさわしいものであると結論づけ、山下千丈氏に同学位が授与されるよう推薦するものであ
る。
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